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4. 生産性の向上に向けた取組

＞調整班



○ 食品産業の省力化を図るため、AI、ロボット等の自動化技術を活用し、食品企業を総合的にサポート。

○ 補助事業により食品製造現場の自動化を促進。また、経産省・中企庁等との連携を強化し、食品企業の課題に対応。

○ 最先端の技術開発を進めるため、農研機構食品研究部門と連携し、産学官で連携した取組を加速。

食品企業

⚫農研機構食品研究部門とも連携。

⚫食品企業の技術開発ニーズを集約

する等、産学官での取組を加速。

⚫補助事業を活用し、食品製造業に

おいて生産性向上のモデルとなる新

技術の導入を促進。

食品製造現場では人手作業に頼る工程が多く存在。

⚫経済産業省、中小企業庁等の関係

機関、日本食品機械工業会等の関

係団体と連携。

⚫食品企業が必要とする情報を集約し、

発信

連携

機械メーカー

（食品研究部門）

食品企業

設備投資を促進することで、自動化を実現。

食品分野における

最先端の技術開発
を促進

マッチング
の加速

食品製造現場の自動化 関係機関・団体との連携 産学官での連携

4-1. 食品産業の生産性向上に向けた技術的支援
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4-2. 省力化投資促進プラン（食品製造業）概要

実態把握の深堀

サポート体制の整備・周知広報

目標、KPI、スケジュール

多面的な促進策

サポート体制

優良事例の横展開

• 中小・零細企業が太宗を占める食品製造業は、他産業
と比較して労働生産性が低い水準。

 業種（小麦粉製造業から惣菜製造業まで多岐に渡る）、

工程（前工程・後工程等）によって省力化の取組度合
いは様々。

• SBIR予算を活用したスタートアップ支援、R6年度補正予算を活用した中堅・中小へ
の新技術導入支援を実施。

• 併せて、日本政策金融公庫における設備投資への資金繰り支援、中小企業省力化投
資補助金等を総動員。

• 生産性向上に関する優良事例については、HP等を活用して横展開を実施。

• 農水省と経産省、農研機構
等が連携し、各種施策に関す
る情報提供・相談への対応を

実施。
• 令和７年度より「食品企業生

産性向上フォーラム」を創設し、
生産性向上に取り組む食品
企業をトータルでサポート。

目 標（2029年度） K P I

製造業
の労働
生産性

製造業の労働生産性を
2029年度までに24％向上
することを目指す（2024年
度基準）。

• 持続的な食料システムの確立に向けた取組を促進する事業活動
計画の認定（※令和７年通常国会に法案提出中）：2030年までに
累計200件

• 支援策等の網羅的な周知：2030年までに「食品企業生産性向
上フォーラム」の会員数9,000社

2025年～2029年 省力化投資の促進（集中的に対処）

■ 食品製造業の労働生産性

■ 食品製造業の労働生産性（業種別）

2025年～2029年 優良事例の更なる収集・横展開

2025年～2029年 情報提供や相談対応の実施

投資補助

2025年～2028年 SBIR制度、R6年度補正予算等を活用した支援

食品企業生産性向上
フォーラム

食品企業

機械メーカー 研究機関

金融機関SIer

関係団体
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①食品企業による技術開発プロジェクト

4-3. 食品製造業の生産性向上に向けた取組

⚫ 潜在的には、複数の食品企業
で協調可能な領域が存在する
ものの、企業間での競争意識
が強い。

食品製造業の省力化を関係機関と連携し多面的に支援食品製造業の課題

経済産業省等と連携するとともに、食品業界のニーズを把握の上、技術開発から設備投資まで
を支援し、食品産業の省力化事例を増やしつつ、その横展開を図る。

○ 食品企業等による共同プロジェクト、最新技術の導入、食品製造のスマート技術の開発・実証を支援するとと
もに、食品企業や研究機関と連携し、食品製造業の省力化を推進。
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⚫ 食品製造業においては、少量
多品目生産で、多湿等製造環
境の条件から、ロボット技術等
自動化設備の導入が遅れてい
る。

⚫ 我が国の労働力人口の減少が
見込まれる中、食品製造業の
生産性向上は急務。

✓食品企業のための技術開発プロジェクトの
 補助金を活用
✓食品企業、機械メーカー等の複数者による

連携の下、業界共通の課題解決を図る

⑤食品企業生産性向上フォーラム

②自社の食品工場へ最新技術導入

✓AI・ロボット等の最新技術を活用した機械設
備を導入できる補助金を活用

✓最新技術の活用により、食品企業の生産性
向上を図り、省力化のモデルを形成

③食品企業の研究開発部門との連携

✓農林水産省・農研機構と食品企業の研究
開発部門との連携により、食品産業の強化・
育成を図る

✓研究開発に係る行政ニーズをタイムリーに把
握し、施策に反映

④スタートアップの先端技術実証

✓SBIR制度（スタートアップや中小企業の研
 究開発を促進し、その成果を社会実装する
ことを目的とした制度）を使った食品に関す
る先端技術を実証

✓無料で参加   ✓食品工場の自動化・省力化を推進するための人材育成研修
✓省力化を後押しする交流会・セミナーの参加 ✓省力化に関する施策等の情報発信

省力化に向けて
多様な施策を

展開

⚫ 中小・零細企業が太宗を占める
食品製造業は、他産業と比較し
て労働生産性が低い。

⚫ 省力化や生産プロセスを見直
すための生産技術に関する知
識が乏しく、省力化等生産性
向上に向けたノウハウが不足し
ている。



4-4. 食品企業生産性向上フォーラムについて①

主な取り組み

Ⅰ.人材育成講習会 Ⅱ.交流会/セミナー Ⅳ.情報発信Ⅲ.自動化相談

専門家の監修に基づき、食品工場の
自動化に関する知識と技術を実践的
に学べる講座を提供。

専用Webサイトにおける「食
品事業者向け支援策」の掲
載、会員限定メールマガジン
の配信。

企業の課題や相談事項を入力
頂くことで、具体的な解決策を
フォーラム事務局が窓口となり、
各機関と連携してご提案。

企業同士がリアルに交流できる
食品ユーザー交流会、共同プロ
ジェクトの先行事例の情報提供。

①自動化の重要性・実例紹介
②知識の講座「現場改善を進める第一歩」
③自動化検討書の作成方法

＜開催実績(抜粋)＞

②DX/ITによる現場改善
-食品製造業が挑んだAI・IoT・RPA活用法-

③中小企業の自動化・省力化
に向けた行政支援と成功事例

①食による健康長寿社会の実現
に向けた取り組み

～セルフケアフード協議会の活動～

＜支援内容(抜粋)＞＜講習会プログラム＞

①省人化・効率化を実現する
自動化設備導入サポート

②食品製造現場ので働く方の
スキル向上を支援

＜発信内容(抜粋)＞

・食料システム法改正
・補正予算関連情報
・各種イベントの案内
・優良事例集の公開

持続的な食料システムの確立に向けて、食品業界を取り巻く多様な関係者との連携の下、
省人化・省力化に向け、食品製造業の自動化設備・施設の導入、機械化、DX、食品製造

現場における生産技術人材の育成、企業間のネットワーク構築、スタートアップ企業との連携
等の取組を通じて、食品企業の生産性向上を推進すること。

目的

生産性向上に取り組む食品企業をトータルでサポートします

食品企業、機械メーカー、研究機関、関係機関等

構成員

＜フォーラムサイト＞
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